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プロジェクト研究
プロジェクト研究とは、調査・分析を通じて多角的な視点から解決策を導く力、プレゼンテー

ション力を身につけることを目的とする共同研究です。１・２年次は学科を越えたチーム編

成で環境問題や地域における具体的な課題をテーマに取り組みます。３・４年次には各学

科の専門分野の研究をさらに深く研究します。

プロジェクト概要 コンセプト

私達はみんなで話し合い「一日」というテーマでこのプロ研を進め

ていくことに決めました。私達がこのテーマを選んだ理由は、普段

過ごしている「一日」をテーマにすることで、ただ毎日を何気なくだら

だらと過ごしていないか？

驚きや発見を見逃してはいないか？と皆に問いかけ、何かを感じて

もらうことが出来ればと思ったからです。題名は〔Various【変化に

富んだ様 な々】Life〕とし、朝日から夕日までの学校での一日をユニ

ークな視点で追いかけました。その上、ただ普通に写真を撮って文

字を載せるのでは面白みとオリジナリティに欠ける為、私達は手書き

のヤギ親子の絵を登場させ、インパクトとボキャブラリーを持たせ、数

分の映像作品に仕上げました。結果見る人が面白おかしく楽しん

で見ることができ、尚且つ自分の一日を振り返る事の出来る、そんな

作品作りができました。私達５人が協力して作り上げた自信作です。

グループメンバー

■ 小川　洋介（情報システム学科３年）

■ 福嶋 絵莉子（環境政策学科２年）

■ 恵比木 晴生（環境デザイン学科２年）

■ 竹田　和弘（環境デザイン学科２年）　

■ 向井　直之（環境デザイン学科２年）

プロジェクト 参加者

■ 鐘 築  孝 祐 （情報システム学科３年）

■  岸 　 勝 寿 （環境政策学科２年）

■ 鞍 掛  祥 久 （環境政策学科２年）

■ 若 松  亮 太 （環境政策学科２年） 

アドバイザー ： 堀越・村上教授

■ 角 島  稚 奈（環境政策学科２年）

■ 木 下  寛 士（環境政策学科２年）

■ 福 井  雅 幸（環境政策学科２年）

■佐々江崇志（情報システム学科２年）

情報システム学科３年　小川　洋介

～フローチャート～

このプロジェクト研究は、１年生・２年生が環境大学の各学科の壁をこえて選

択し、それぞれの異なった興味や、研究をふまえながら、一つの課題へ向け

て協力することで将来の専門の研究に役立つ基礎的能力をつけることを期

待しています。特にこの掘越・村上のプロジェクトではデザインの作品を完成

する方法とプロセスを学ぶことで将来の専門分野での研究課題に役立つ手

法やプレゼンテーション力を養うことを大切にしています。また、デジタルカメラ

によって取材した映像をプレゼンテーションの為のソフトであるパワーポイント

を使いこなし、物語性のある映像作品を音楽とともにまとめることで、自分のテ

ーマを伝え、感動を伝える映像CD作品にし、CDブックとして表紙、裏表紙の

ヴィジュアルデザインまで完成することを最終目的としています。

プロジェクト研究 1.2.3.4プロジェクト名

担当 ： 環境デザイン学科　堀越 英嗣 教授・村上 太佳子 教授

研究例：鳥取の生活と文化
　　　　～ものとかたち調査～

鳥取の風土、歴史、生活、の

中で育まれてきた「ものとかた

ち」を自分の目と感性で発見し、

鳥取における、環境大学にお

ける生活の中から様 な々テー

マをきめ、映像を取材し、スト－

リ－を作り、パワーポイントによ

る編集をすることで毎回個性

豊かな作品が生まれています。

映像と言葉・詩を主とした編

集と音楽による表現をした作

品は、それぞれがユニークな視点を持ち、異なった学科の学生が協力

することによる面白さが溢れる作品となっています。この課題の中で一

番困難な所は、自分達の一番伝えたいことを、数分の映像作品にまとめ

る所です。グループの一人ひとりが自分の意見をしっかり持ちつつ、グル

ープの作品として協議をつみかさねながら何を採り、何を捨てるか意見

をまとめて一つのものに仕上げること、このことで協力することを学ぶこと

になり、協力することの力を経験できています。多彩な作品が数多く生ま

れています。デザインの手法はスタートから作品を完成するまで、あらゆ

る研究に共通したプロセスを持っているのです。このプロセスを体験す

ることでこれからの研究活動がさらに豊かになることを期待しています。

▲シナリオ担当の恵比木君とイラスト担当の
　竹田君。お互い助け合いながら



〈新刊ニュース〉

〈開館時間〉 月～金曜日　午前９時から午後６時まで

　 　 　 土 曜 日　午前９時から午後３時まで

※春夏冬の各期休業中は開館時間が変わりますのでお問合せ下さい。

　また、開館時間等の情報は上記ホームページでもご覧いただけます。

図書情報課　TEL.０８５７-３８-６７３０

所蔵情報ホームページ

http://www.kankyo-u.ac.jp/media/library/

当センターは学外の方にも開放しています。
また、所蔵情報はインターネットで公開しています。
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鳥取環境大学のプロジェクト研究一例

プロジェクト 参加者

■ 鐘 築  孝 祐 （情報システム学科３年）

■  岸 　 勝 寿 （環境政策学科２年）

■ 鞍 掛  祥 久 （環境政策学科２年）

■ 若 松  亮 太 （環境政策学科２年） 

アドバイザー ： 堀越・村上教授

■ 角 島  稚 奈（環境政策学科２年）

■ 木 下  寛 士（環境政策学科２年）

■ 福 井  雅 幸（環境政策学科２年）

■佐々江崇志（情報システム学科２年）

２００１年に本学教員が総力を挙げて執筆した「地球環境読本」

の続編です。

未来・地球・自然をキーワードに、環境の再生や環境との共生

を考えるためのヒントを与えてくれます。息抜きコラムも新設

され、高校の総合学習にも最適な一冊となっています。

情報メディアセンター

〈書籍紹介〉

①②は当館に所蔵、③④は鳥取県立図書館に所蔵しています。

当館と鳥取県立図書館は相互利用協定を締結しており、学生は当

館を通じて鳥取県立図書館の蔵書を利用することができます。ま

た学外の方は鳥取県立図書館を通じて当館の蔵書を利用できます。

「地球環境読本Ⅱ」が出版されました。

①「信頼の構造－こころと社会の進化ゲーム」

　　山岸俊男著／東京大学出版会

②「デルスウ・ウザーラ」

　　V.K.アルセニエフ著／平凡社

③「心の先史時代」

　　スティーブン・ミズン著／青土社

④「ヒトは環境を壊す動物である」

　　小田亮著／筑摩書房

P.８掲載の小林助教授のエッセイでヒトの精神構造や狩猟採

集民の自然観民俗の自然観に興味をもたれた方は以下の本を

読んでみてはいかがでしょうか？

「
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環境政策学科２年　福嶋　絵莉子

「一日」という人間が生きていく中で必然的な事項を模索するこ

とにより、何気ない日々 の反省や、驚き、発見をする。人の動きを

写真という形で収めるのは想像以上に難しく、アングルに迷った

りしたが、そういう先入観を取り除くように努力した。Ｐowerpoint

の作成に当たっては、音楽をつけるのに苦労した。プレゼンテー

ションでは、視覚が８割を 占めるということで、インパクトのあるもの

を手書きの絵を含んだりして、オリジナリティーを目指した。

①プロジェクト研究開始→②グループの決定→③テーマの決定→④ストーリー作成

→⑤調査→⑥取材→⑦撮影→⑧編集→⑨中間発表（プレゼン）→⑩チェック→⑪編

集→⑫最終意見集約→⑬パワーポイント完成→⑭ＣＤ、ジャケット作成→⑮プレゼン

テーション→⑯ネットワークに掲載→⑰研究発表


